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形態の特徴

稈は直立し、高さ80-120cm、基部は黄褐色の短毛を
密生したりん片状の鞘に包まれる。葉身は長さ15-
40cm、幅5-8mm、基部に長毛のあるほかは無毛。花
序は掌状に総を出す。包穎の背面には長軟毛が密
生。
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ウンヌケ
Eulalia speciosa (Debeaux)

Kuntze
絶滅危惧Ⅰ類

（環境省：絶滅危惧Ⅱ類） イネ科

選定理由
草地、裸地環境の減少などにより、生育地の減少が
著しい。

写真（岐阜県博物館）　標本

生態的特徴

イネ科の多年草。花期は9-11月。日当たりのよい草
地、他の種が生育できないような裸地、尾根筋や谷
戸（やと）、湧水湿地の周辺などに生育している。乾
燥に強く、ススキやカリヤスと同所的に生育している
ことがある。

分布状況

　本州中部地方から九州に分布し、朝鮮、中国大
陸、タイ、インドに分布する。岐阜県では、県南中部
と県南東部にごく稀に見られる。静岡県西部が分布
の東限。

減少要因

近年ベッドタウンとしての宅地開発や工場用地の造
成、道路建設が顕著で、生育する環境そのものが失
われつつある。また、自然遷移の進行による草地や
半裸地の森林化、農業従事者の減少による里山の
草地の減少。

保全対策
里山の草地を定期的に草刈りするなど、草地環境の
保全を積極的に行う必要がある。また、大規模な宅
地造成や道路建設などの工事の回避。

ウンヌケとは牛の毛の転訛したもの。
岐阜県における確実な分布情報は、2004年に県南
東部で採集された標本である。


